
第
瑚
巻
第
蓼
號
大
正
置
年
七
月
冒
登
行

麟

究

波
斯
灘
の
東
洋
貿
易
港
に
就
て

　
麿
か
ら
宋
に
か
け
て
、
南
支
那
ご
波
斯
方
面
こ
の
附
の

通
商
が
大
に
開
け
て
、
波
斯
灘
の
諸
港
は
何
れ
も
東
洋
貿

易
に
よ
っ
て
繁
昌
し
だ
。
そ
の
諸
港
の
中
で
、
尤
も
繁
昌

を
極
め
セ
の
は
、
シ
，
ー
ラ
ー
フ
し
∩
圃
夢
「
の
港
で
あ
る
。
併

し
こ
の
シ
ー
ラ
ー
フ
の
港
は
唐
の
中
世
以
後
、
西
暦
九
世

紀
の
傘
頃
か
ら
繁
昌
し
た
の
で
、
そ
の
以
前
に
は
ヒ
ー
ラ

霞
蚕
ウ
ボ
ラ
d
σ
o
寂
及
び
バ
ス
ラ
切
震
箏
等
の
諸
港
が

第
一
「
巻
　
　
荷
　
究
　
　
波
三
遍
の
東
洋
貿
易
港
に
就
て

交
學
博
士

桑
　
原

鵬
　
　
藏

東
洋
貿
易
雛
め
出
入
す
る
所
で
あ
っ
泥
。

　
　
　
　
繭
　
ヒ
喜
ラ

　
波
斯
灘
の
東
洋
貿
易
港
こ
し
て
、
早
く
か
ら
支
郡
の
記

録
に
載
せ
ら
れ
て
居
る
の
は
ヒ
ー
ラ
で
あ
ら
う
。
ヒ
ー
ラ

は
今
日
で
は
李
野
荒
蕪
の
間
に
在
る
け
れ
ご
、
そ
の
古
代

に
は
ユ
囁
ー
フ
ラ
テ
ス
国
毛
訂
ρ
3
い
の
流
に
沿
ひ
、
波
斯
薩

こ
も
舟
揖
相
通
じ
て
居
っ
て
、
そ
の
附
近
ま
で
支
那
、
印

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
一
　
（
三
八
八
）



　
　
　
第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
波
斯
轡
の
東
洋
貿
易
港
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
二
　
（
三
八
九
）

度
の
商
船
が
潮
っ
て
來
牝
〇
十
世
紀
の
青
簾
の
マ
ス
ー
ヂ
　
班
超
の
使
者
の
看
英
が
大
秦
國
へ
渡
航
せ
ん
こ
し
π
場
所

竃
駕
。
＆
同
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
し
い
Q
ヒ
ル
ト
霞
戦
窪
は
こ
の
干
羅
國
を
ヒ
ー
ラ
に
當

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
チ

　
　
ユ
ー
フ
ラ
プ
ス
の
流
の
大
牛
は
、
昔
は
ヒ
ー
ラ
の
市
　
て
、
居
る
。
（
3
）

　
　
を
貫
嘉
し
て
居
つ
π
○
そ
の
河
床
は
今
狛
ほ
繹
ね
る
．
　
位
麗
な
b
距
離
な
り
、
混
戦
辮
な
り
か
ら
論
じ
て
、
ヒ

　
　
こ
ご
が
出
來
、
ア
チ
ク
〉
ユ
汀
（
古
代
の
義
）
の
名
総
．
ル
ト
の
こ
の
量
定
は
さ
し
て
不
野
合
な
い
様
に
思
ふ
。
惣

　
　
を
有
し
て
居
る
。
（
申
略
）
こ
の
時
代
に
は
ユ
ー
フ
ラ
　
や
ヒ
ー
ラ
の
市
が
西
暦
二
百
年
頃
に
建
設
さ
れ
セ
も
の
こ

　
　
一
グ
ス
は
今
子
ヂ
ェ
フ
　
宮
ゆ
＆
魚
　
ご
呼
ば
る
、
場
所
か
　
す
る
ご
（
4
）
、
甘
英
の
こ
の
方
面
に
涙
遣
さ
れ
π
の
は
、

　
　
ら
ア
ゼ
シ
ニ
ァ
海
（
こ
、
に
で
は
印
度
洋
の
績
き
な
　
東
漢
の
和
帝
の
永
元
九
年
（
面
暦
九
七
）
の
こ
ご
で
あ
る
か

　
　
る
波
愚
挙
）
に
難
い
だ
Q
海
水
は
こ
の
所
ま
で
入
り
　
ら
、
當
時
ま
だ
ヒ
ー
ラ
の
市
が
建
っ
て
居
ら
ぬ
筈
で
あ
る

　
　
込
み
、
ヒ
ー
ラ
の
王
を
目
指
せ
る
支
那
及
び
印
度
の
．
東
漢
の
聲
威
の
一
番
西
域
に
張
っ
た
の
は
、
班
超
が
西
域

　
　
商
船
は
こ
、
に
來
属
し
だ
。
（
－
）
　
　
　
　
　
　
　
　
都
護
の
時
代
で
あ
っ
π
o
『
後
漢
書
』
の
安
息
國
の
記
事
、

ご
記
し
て
居
る
○
レ
イ
ノ
ー
涛
。
闘
麸
＆
及
び
ユ
ー
ル
敷
戸
扁
δ
從
っ
て
寄
敷
國
、
尻
骨
國
等
に
堕
す
る
記
事
も
、
こ
の
時

の
両
大
家
は
、
、
ヒ
ー
ラ
附
近
ま
で
支
那
印
度
の
貿
易
船
の
　
代
の
駈
傳
ご
見
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
甘
英
が
齋
…
ら
し
婦

來
π
の
は
西
暦
五
世
紀
の
前
牢
の
頃
で
あ
る
ご
断
定
し
て
　
つ
た
報
告
か
、
若
く
ば
永
元
十
三
年
（
西
暦
一
〇
一
）
に
摩
．

居
る
。
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
献
し
π
安
息
王
満
（
蒲
の
談
）
風
守
ぎ
『
．
自
（
西
謄
七
八
一

　
『
後
漢
書
』
の
西
域
傳
の
妥
息
國
の
條
に
子
羅
國
が
あ
る
　
一
〇
八
頃
在
位
）
の
使
麟
よ
り
得
陀
報
告
に
本
つ
い
仁
も



の
こ
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
何
れ
に
し
て
も
干
羅
國
を
直

■
に
ヒ
ー
う
ご
認
め
る
こ
ご
は
、
年
代
上
多
少
の
差
支
な
い

で
も
な
い
。
シ
ヤ
ヅ
ン
ヌ
Ω
笛
毒
導
o
q
。
の
佛
諜
『
後
漢
書
』

西
域
傳
は
、
大
抵
ヒ
ル
ト
説
を
採
用
し
て
居
る
が
、
把
や

干
羅
國
を
ヒ
ー
ラ
に
擬
溶
す
る
こ
ご
に
は
賛
成
を
躊
躇
し

て
居
る
（
5
）
o
併
し
シ
ヤ
ヅ
ン
ヌ
は
箪
に
多
少
の
疑
惑
を

肩
し
π
の
み
で
、
そ
の
理
由
を
述
べ
て
な
く
、
ま
π
勿
論

何
等
自
身
の
新
説
を
提
出
し
て
居
ら
繊
Q

　
吾
が
輩
は
、
較
ろ
こ
の
干
羅
國
を
波
海
蝕
頭
の
ウ
ボ
ラ

d
σ
。
膏
に
擬
暑
し
把
い
。
ウ
ボ
ラ
は
希
直
人
に
ア
ポ
質
ゴ

ス
》
階
δ
⑳
8
こ
し
て
知
ら
れ
て
居
る
Q
ス
コ
フ
Q
り
9
0
矯

に
据
る
ご
ウ
ブ
ル
d
σ
三
∬
叉
は
ウ
ボ
ラ
の
名
ば
西
暦
紀
元

前
八
世
紀
の
頃
か
ら
巳
に
存
在
し
て
居
る
（
6
）
つ
希
臓
人

の
ア
ボ
ロ
ゴ
ス
は
こ
の
ウ
ボ
ラ
を
詑
つ
起
も
の
こ
見
ね
る

西
暦
一
世
紀
の
後
鼻
に
出
來
π
『
エ
リ
ス
ラ
海
案
内
記
』

　
（
エ
ヲ
ス
ジ
海
ご
は
紅
海
の
意
昧
で
あ
る
が
、
ア
フ
ソ
カ

第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
波
斯
樋
の
棄
洋
貿
易
港
に
就
て

の
東
岸
か
ら
印
度
に
至
る
一
帯
の
海
面
を
も
含
む
の
で
あ

る
）
に
、
こ
の
、
ア
ボ
ロ
ゴ
ス
の
港
は
波
斯
灘
頭
、
ユ
ー
フ

ラ
デ
ス
河
ロ
に
在
っ
て
、
こ
の
港
か
ら
貿
易
船
が
印
度
方

面
に
出
航
す
る
ご
記
載
し
て
あ
る
（
7
）
O
『
エ
リ
ス
ラ
海
案

内
記
』
の
著
作
ご
、
甘
言
の
選
征
ご
は
略
同
時
代
で
あ
る

か
ら
、
『
後
漢
書
』
の
干
羅
國
を
『
エ
リ
ス
ラ
海
案
内
記
』
の

ア
ポ
ロ
ゴ
ス
（
ウ
ボ
ラ
）
港
に
當
つ
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
歎
Q

次
項
に
謹
明
す
る
通
り
、
膚
時
代
に
は
ウ
ガ
、
う
に
劉
し
て

烏
刺
の
字
面
を
當
て
、
居
る
。
烏
鳶
ご
干
羅
ご
螢
晋
頗
る
・

類
似
し
て
居
る
で
は
な
い
か
。
『
後
漢
書
』
の
西
域
傳
に
旨

レ
此
（
干
潮
國
）
南
乗
レ
言
論
麺
二
大
秦
旧
ご
あ
る
記
事
は
、

ヒ
ー
ラ
か
ら
ユ
ー
フ
ラ
タ
ス
河
を
下
り
て
、
南
の
方
波
斯

灘
に
出
で
、
紅
海
を
経
て
大
冷
語
に
通
じ
π
も
の
ざ
し
て

も
解
騨
出
來
ぬ
こ
ご
は
な
い
が
、
減
ろ
波
斯
灘
頭
の
ウ
ボ

ラ
か
ら
渡
航
し
把
も
の
こ
解
繹
す
る
方
が
要
當
の
蝶
に
思

ふ
。
π
や
『
後
漢
書
』
の
西
域
傳
に

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　

三
（
三
九
σ
）



　
　
　
第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
渡
斯
瀞
の
東
洋
貿
易
港
に
就
て

　
　
從
二
子
賓
（
國
）
｝
南
行
度
レ
河
。
叉
西
南
至
二
虚
舟
國
一
。

　
　
九
百
山
斗
十
里
。
安
鎮
心
磁
界
　
極
ム
矢
。

ご
あ
る
斯
賓
國
は
普
蓮
に
ク
テ
シ
7
オ
ン
年
貰
受
・
b
耳

當
ら
れ
て
居
る
（
8
）
o
若
し
斯
賓
國
を
ク
テ
シ
フ
す
ン
こ

す
る
ご
、
ウ
ボ
ラ
は
そ
の
東
南
で
西
南
に
當
ら
ぬ
Q
ま
セ

距
離
の
九
百
六
十
里
ご
あ
る
の
を
ヒ
ル
ト
の
如
く
波
斯
の

浮
民
寅
ご
勘
定
．
し
て
も
（
9
）
、
君
く
ば
普
通
の
漢
里
（
約

四
百
米
突
こ
し
て
勘
定
し
て
も
、
ク
プ
シ
フ
ォ
レ
か
ら
ア

ポ
ロ
ゴ
ス
ま
で
の
距
離
こ
し
て
は
稽
勘
な
き
に
失
し
て
居

る
Q
こ
、
が
確
に
ウ
ボ
ラ
説
の
弱
顯
で
あ
る
○
こ
の
黙
に

就
い
て
は
更
に
他
日
の
八
尋
を
期
し
た
い
○

　
次
に
『
奮
青
書
』
の
西
戎
傳
『
新
麿
書
』
の
西
域
傳
に
見
ね

て
居
る
夏
眠
（
臓
）
城
は
多
分
こ
の
ヒ
ー
プ
で
あ
ら
う
ご
思

は
れ
る
。
『
新
唐
書
』
の
西
域
傳
、
大
食
國
の
條
に

　
　
　
モ
ハ
メ
ヅ
ト

　
　
有
二
言
詞
末
者
一
。
勇
而
智
。
衆
立
爲
レ
王
G
關
レ
地
貫

　
　
千
里
Q
克
二
夏
臓
城
一

　
　
　
　
　
　
．
第
三
號
　
　
　
　
四
　
（
三
九
一
）

ご
あ
る
夏
鳶
城
に
就
い
て
は
、
既
に
四
十
五
六
年
前
に
、

ブ
レ
ツ
ト
シ
ェ
ナ
イ
デ
ル
聾
①
ジ
9
器
三
重
は
之
を
ヒ
ー

ラ
の
音
謬
を
解
し
て
居
る
（
－
o
）
、
○
然
る
に
そ
の
後
、
瀧
澤

市
瀬
二
氏
は
こ
の
裏
漉
を
カ
イ
ロ
9
騨
。
の
音
鐸
ご
認
め

（
H
）
、
更
に
三
宅
（
米
吉
）
博
士
は
夏
帯
を
ヘ
ラ
ー
と
濠
轟

の
音
謬
に
予
て
た
（
2
λ
）
o

　
元
來
新
稽
の
『
悪
書
』
の
記
事
は
、
唐
の
質
耽
の
『
四
夷

述
』
の
そ
れ
に
本
つ
い
．
π
も
の
で
、
『
四
夷
述
』
の
本
文
に

も
夏
重
職
の
方
向
位
置
を
明
示
し
て
な
い
か
ら
、
夏
猟
城

の
位
概
を
確
定
す
る
こ
ご
は
困
難
で
あ
る
が
、
上
述
の
三

説
の
中
で
、
吾
が
輩
は
ブ
レ
ツ
ト
シ
ュ
ナ
イ
デ
川
の
説
に

賛
同
し
だ
い
○
カ
イ
ロ
ご
い
ふ
の
は
、
ミ
ス
川
器
ア
〃
ほ

ヵ
ー
ヒ
ラ
ク
ぢ
旨
鎮
囚
艶
三
養
（
勝
利
市
の
義
）
の
略
で
っ

フ
ァ
ー
チ
マ
霧
費
㌶
家
の
ム
イ
ヅ
鼠
肥
溜
が
埃
及
征
服

の
記
念
こ
し
て
建
設
し
把
も
の
で
、
回
暦
三
百
五
十
九
年

（
西
暦
九
七
Q
）
以
後
に
溜
っ
た
名
鵬
で
あ
る
（
1
3
）
○
「
從
っ

，

’



亀

て
貞
元
十
七
年
（
西
暦
八
〇
一
）
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
四
夷

述
』
中
に
あ
る
夏
猟
城
を
ヵ
イ
質
に
云
云
す
る
・
ぎ
は
事

．
實
上
不
可
能
で
あ
る
Q
瀧
澤
市
獺
二
氏
の
説
は
こ
の
黙
よ

も
排
斥
ぜ
ね
ば
な
ら
澱
。

　
夏
猟
城
を
ヘ
ラ
ー
ト
に
擬
定
す
る
の
は
、
音
韻
上
さ
し

て
不
都
合
な
い
檬
で
あ
る
○
ま
把
ヘ
ラ
ー
ト
は
カ
イ
質
ご

蓮
ひ
、
可
な
り
古
い
都
市
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
『
四
夷

述
』
の
三
界
城
に
煮
て
、
も
、
年
代
上
の
不
都
合
は
な
い
。

併
し
大
食
國
の
四
方
侵
伐
の
記
事
中
に
、
特
に
ヘ
ラ
ー
ト

の
み
を
記
載
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
程
の
理
由
は
茸
雲
ら
ぬ
。
タ

バ
リ
円
き
m
三
の
『
編
年
記
』
を
見
て
も
引
臼
な
る
如
く

大
食
の
將
ア
ー
ナ
フ
〉
ぎ
弩
は
波
斯
王
イ
ヅ
デ
ゲ
〃
ド

く
震
旦
の
巽
餌
（
『
新
尊
書
』
の
伊
嗣
倹
）
三
世
を
追
ひ
て
、
ゴ

ラ
サ
ン
鑑
6
鑓
。
。
。
…
隣
（
『
新
唐
土
』
の
乱
臣
珊
）
地
方
に
入

り
、
極
め
て
容
易
に
メ
ル
フ
竃
9
く
（
『
新
唐
書
』
の
木
鹿
）

バ
川
ク
ゆ
塾
島
（
『
大
唐
西
域
記
』
の
縛
喝
）
及
び
ヘ
ラ
ー

第
r
一
巻
　
　
碕
　
究
　
　
波
三
論
の
東
洋
貿
易
港
に
就
て

ト
の
諸
市
を
占
領
し
て
、
こ
、
に
イ
ス
ラ
ム
敷
を
重
め
泥
・

の
で
あ
る
（
珂
）
Q
コ
ラ
ナ
ン
地
方
で
は
、
メ
ル
フ
が
首
府

で
、
ヘ
ラ
ー
ト
は
到
底
こ
れ
ご
比
敵
し
得
る
資
格
が
な
い

『
四
夷
述
』
の
夏
猟
城
は
ヘ
ラ
ー
ト
よ
り
今
少
し
重
要
な
都

市
に
擬
算
す
る
方
が
要
當
の
襟
に
思
は
れ
る
Q

　
ヒ
ー
ラ
の
市
は
西
暦
二
世
紀
の
頃
か
ら
ア
ラ
ブ
種
族
の

植
民
し
π
、
所
で
、
や
が
て
一
王
國
を
な
し
、
後
に
は
波
斯

の
ず
サ
ン
○
。
鋤
劣
寒
王
家
の
保
護
の
下
に
立
つ
陀
。
大
食

ご
波
斯
ご
の
交
渉
は
こ
の
ヒ
ー
ラ
が
登
端
こ
な
っ
て
居
る

カ
　
う
　
プ
ア

弘
前
登
ア
ブ
遅
ベ
ク
ル
跨
σ
麟
属
①
ξ
時
代
か
ら
オ
ー
マ
ル

O
巳
母
時
代
に
か
け
て
、
ヒ
ー
ラ
の
心
当
は
再
三
繰
り
返

さ
れ
把
O
ミ
ユ
ァ
竃
三
畳
は
イ
．
ス
ラ
ム
敷
徒
が
ヒ
ー
ラ
を

征
服
し
π
の
は
、
宗
敷
盤
播
の
上
よ
り
見
て
も
、
領
土
．
今

若
の
上
よ
ゆ
見
て
も
電
大
な
る
事
件
で
あ
る
ご
断
定
し
て

居
る
（
1
5
）
o
夏
猟
を
こ
の
ヒ
ー
ラ
に
擬
定
す
る
の
が
一
番
’

姿
鴬
で
め
る
ま
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
五
　
（
三
九
二
）



第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
波
斯
樋
の
東
洋
質
易
港
に
就
て

　
　
　
　
　
ニ
　
　
ウ
ボ
脚
フ
ぐ
」
バ
ス
ラ

　
、
ヒ
ー
ラ
の
市
外
へ
支
那
印
度
の
商
船
の
著
い
π
の
は
、

　
護
暦
五
世
紀
の
頃
の
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、
直
接
徳
論
時
代

　
の
東
洋
貿
易
に
は
何
等
の
關
係
が
な
い
。
ユ
ー
フ
ラ
タ
ス

　
河
の
雍
塞
ご
共
に
、
ヂ
グ
リ
ス
出
σ
q
蔚
河
の
下
流
の
ウ
ボ

＼
ノ
が
、
波
鼠
壁
頭
の
東
洋
貿
易
港
こ
し
て
重
要
な
位
概
を

舌
め
る
こ
、
こ
な
っ
た
。
ウ
ボ
ラ
は
尤
も
古
き
港
で
、
臨

く
も
洒
唇
一
世
紀
の
頃
か
ら
、
既
に
東
洋
貿
易
港
こ
し
て

ρ
知
・
ら
れ
て
居
つ
π
宙
寧
實
は
已
に
上
に
肌
迦
ベ
ヤ
四
が
、
甲
乙
麻
呈
ハ

七
世
紀
の
間
に
か
け
て
一
．
暦
繁
昌
を
極
め
だ
Q

　
　
ア
ラ
ブ
人
が
こ
の
地
方
を
占
領
す
る
ご
間
も
な
く
、
回

暦
十
七
年
（
西
暦
六
三
八
）
に
ウ
ボ
ラ
の
卑
灘
を
避
け
て
、

や
、
内
地
に
バ
ス
ラ
の
市
を
建
て
た
。
バ
ス
ラ
は
内
地
に

“
偏
し
て
、
水
利
の
便
を
難
い
て
居
っ
π
か
ら
、
ウ
ボ
ラ
よ

哨
蓮
河
を
開
馨
し
て
，
チ
グ
ソ
ス
河
こ
の
蓮
絡
を
圖
つ
把
○

こ
の
バ
ス
ラ
は
そ
の
後
、
康
洋
貿
易
港
こ
し
て
、
西
暦
入

第
三
號

山ハ

@
（
三
九
一
二
）

九
世
紀
に
か
け
て
尤
む
繁
昌
を
し
花
が
、
同
時
に
そ
の
円

戸
に
分
る
ウ
ざ
‘
7
も
亦
相
當
繁
昌
を
績
け
た
。
當
時
波
斯

灘
は
或
は
ウ
㎡
ラ
溝
叉
は
ウ
ボ
ラ
海
こ
も
聡
せ
ら
れ
陀
位

で
あ
る
（
、
，
｛
1
）
o

　
ウ
ボ
ラ
も
バ
ス
ラ
も
、
唐
時
代
に
支
那
こ
の
通
商
關
係

が
盛
で
あ
っ
セ
に
狗
ら
す
、
そ
の
名
が
騰
り
支
那
の
記
録

に
傳
っ
て
居
ら
麹
檬
で
あ
る
Q
『
新
達
書
』
瑠
四
十
三
下
の

地
理
志
に
磨
の
費
耽
の
『
戸
畑
四
達
記
』
を
引
い
て
、
廣
州

蓮
二
二
夷
一
道
を
載
せ
て
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、

　
　
（
上
略
）
至
二
師
子
國
一
（
中
略
）
叉
西
四
日
行
Q
纒
二
型
來

　
　
國
一
。
南
天
竺
之
最
南
境
漁
叉
西
北
（
中
略
）
至
一
一
提
蘭

　
　
國
も
其
事
有
二
葉
蘭
大
河
一
〇
一
日
二
扇
頭
専
一
〇
（
中
略
）

　
　
自
｝
長
場
國
「
西
二
十
目
行
○
維
二
小
國
二
十
鯨
も
至

　
　
二
丁
羅
盧
和
國
一
〇
一
ロ
ニ
羅
和
異
國
一
〇
詠
人
於
二
海
中
ボ

　
　
立
謎
華
表
一
。
常
則
概
二
炬
其
上
一
〇
嘉
瑞
舶
人
夜
行
不
一

　
　
迷
。
叉
西
一
日
行
。
至
鴨
鳥
刺
國
一
〇
乃
大
食
國
之
弗



　
　
利
刺
河
○
馬
入
二
干
海
一
〇
小
舟
訴
レ
流
二
日
。
至
二
末
　
代
書
』
の
故
臨
國
）
附
近
に
在
つ
π
も
の
ご
想
像
さ
れ
る
。

　
　
羅
國
一
〇
大
食
重
鎭
也
O
叉
西
北
陸
行
千
里
O
至
二
茂
門
　
没
來
ご
マ
ラ
ー
ご
は
名
稽
の
類
似
す
る
計
り
で
な
く
、
倶

　
　
王
所
レ
都
縛
蓬
城
一
〇
自
二
婆
羅
門
南
境
［
o
從
二
没
來
三
一
　
に
錫
概
評
よ
り
囚
日
程
の
距
離
に
在
る
の
で
、
両
者
の
同

　
　
o
至
二
烏
刺
國
一
〇
皆
縁
二
海
東
岸
一
行
。
（
下
略
）
　
　
　
一
で
あ
る
こ
ご
を
疑
ふ
鯨
地
が
な
い
。

ご
記
し
て
あ
る
○
こ
の
記
事
を
ア
ラ
ブ
地
理
學
者
の
そ
れ
，
　
墨
壷
河
は
、
ア
ラ
ブ
入
の
所
謂
・
、
ー
ラ
ー
ン
河
二
三
崔

ご
劉
比
す
る
ご
、
頗
る
相
畿
明
す
る
こ
ご
が
器
具
る
¢
『
皇
　
寓
帥
冨
ぎ
　
の
課
で
、
ア
ラ
ブ
人
は
印
度
象
を
普
熱
し
ミ
ー

華
四
達
記
』
の
師
子
國
は
、
西
暦
九
世
紀
の
宇
頃
に
出
陀
　
ラ
ー
ン
河
ご
欝
し
π
（
8
工
）
o
扇
頭
河
ご
は
梵
語
の
シ
ン
ド

ア
ラ
ブ
地
理
學
者
イ
ブ
ン
歴
コ
ル
ダ
ー
ド
ベ
ー
H
9
溢
6
・
フ
ω
…
滋
ざ
の
吾
繹
か
、
叉
は
波
楽
人
の
駈
謂
シ
ン
ド
ア

箆
麹
σ
ω
プ
の
『
道
程
及
州
郡
志
』
H
o
ご
く
お
紆
の
図
〇
三
。
ω
管
　
ブ
ω
写
貯
げ
（
シ
ン
ー
3
河
の
義
）
の
鐸
で
あ
る
。
提
重
は
ア
・

飾
雪
曇
。
く
…
9
の
。
。
の
セ
レ
ン
ヂ
ー
ブ
の
興
9
巳
σ
に
當
り
、
　
ラ
ブ
人
の
デ
イ
ブ
川
U
・
・
）
δ
三
（
U
巴
σ
＆
の
昔
課
で
あ
る
○

、
倶
に
今
の
錫
赤
島
を
指
す
こ
ご
は
今
更
讃
朋
を
要
せ
澱
。
　
　
『
大
唐
西
域
記
』
の
溜
謝
馳
が
ヅ
ア
ブ
川
N
筈
三
の
音
を
表

前
者
の
黒
具
．
國
は
後
者
の
マ
ラ
ー
鼠
巴
筋
（
ζ
。
守
）
で
、
ご
　
は
し
得
る
様
に
、
提
穂
は
デ
イ
ブ
ル
の
音
を
表
は
し
得
る

も
に
今
の
南
印
度
の
マ
ラ
バ
川
ζ
巴
ρ
σ
鍵
地
方
を
い
ふ
。
　
筈
で
あ
る
（
｝
【
吐
玉
）
o
イ
ブ
ン
ー
ー
コ
ル
ダ
ー
ド
ベ
ー
に
擦
る
ご

バ
川
上
霧
ご
は
波
斯
語
（
？
）
で
海
に
臨
め
る
國
の
意
昧
　
デ
イ
ブ
ル
は
印
度
河
を
去
る
西
の
方
、
ニ
フ
ァ
ラ
サ
ン
ジ

で
（
1
7
）
、
マ
ラ
バ
川
ご
は
畢
覧
没
來
國
の
こ
ご
で
あ
る
。
當
　
国
舞
塗
込
σ
Q
o
（
約
七
マ
イ
ル
）
に
在
っ
て
、
こ
の
方
面
で
尤

時
の
没
來
國
は
マ
ラ
バ
ル
地
方
の
キ
ロ
ン
9
藏
9
μ
（
『
回
外
　
も
名
の
あ
る
港
で
あ
る
（
2
0
）
o

　
　
　
第
一
谷
　
　
研
　
究
　
　
波
斯
灘
の
東
洋
貿
易
港
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
’
　
　
七
　
（
三
九
四
）



，

　
　
　
第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
渡
斯
灘
の
東
洋
貿
易
港
に
就
て

　
提
羅
馬
和
島
に
就
い
て
は
、
從
來
の
學
者
に
適
當
な
説

閉
を
下
t
π
入
が
な
い
檬
で
あ
る
○
吾
が
輩
は
西
暦
十
世

紀
の
孚
頃
の
マ
ス
ー
ヂ
罎
⇔
8
二
一
の
『
黄
金
の
牧
場
』
第
一

憲
二
百
二
十
九
頁
乃
至
二
亘
二
十
頁
に

　
　
へ
前
略
）
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
バ
ス
ラ
及
び
オ
ボ
ラ

　
　
i
－
○
ぴ
重
書
（
ウ
ボ
ラ
）
方
面
の
波
斯
灘
の
極
限
に
就

　
　
い
て
も
奇
骨
ボ
ラ
ー
か
ら
富
め
遠
か
ら
ざ
る
所
に
一

　
　
の
潟
を
な
し
て
居
る
ヂ
ェ
ル
ラ
ラ
バ
U
甘
凌
鎚
夢
の
名

　
　
で
知
ら
れ
て
居
る
…
場
駈
に
就
い
て
も
申
述
べ
ま
い
。

　
　
こ
の
潟
の
附
近
に
な
る
ゼ
バ
ス
ラ
の
河
水
は
大
抵
戯

　
　
昧
を
精
び
て
來
る
。
ヂ
ェ
〃
ラ
ラ
バ
の
潟
か
ら
望
見

　
　
せ
ら
る
、
燐
に
、
水
路
の
入
口
に
、
オ
ボ
ラ
ー
へ
も

　
　
ア
バ
ー
ダ
ー
ン
》
σ
げ
滋
碧
へ
も
近
く
、
三
の
木
造

　
　
黒
影
が
建
設
せ
ら
れ
、
夜
中
そ
の
上
に
蜂
火
が
黙
せ

　
　
ら
れ
る
。
そ
れ
が
三
の
大
な
る
座
ω
賦
σ
q
窃
の
如
く

　
　
海
中
に
突
立
っ
て
居
る
。
か
く
て
オ
マ
ン
O
B
韓
誰
シ

第
三
號
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ー
ラ
ー
フ
Q
Q
貯
h
そ
の
他
の
地
方
か
ら
入
り
來
る
船

　
　
に
、
難
破
の
三
里
多
き
ヂ
ェ
ル
ラ
ラ
バ
の
潟
や
、
そ
の

　
　
附
近
の
鳶
色
に
迷
ひ
込
ま
ぬ
標
に
保
護
を
與
へ
る
○

ご
あ
る
記
事
ご
蜀
照
し
て
、
『
皇
華
四
達
記
』
の
提
羅
盧
和

は
ヂ
エ
川
ラ
ラ
バ
の
音
鐸
で
、
ア
バ
ー
ダ
ー
ソ
河
口
の
木

造
桟
架
ご
夜
間
の
蜂
火
ご
は
、
『
皇
輩
四
達
記
』
の
海
中
の

華
表
ご
、
夜
間
の
炬
火
ご
に
胸
比
す
べ
き
も
の
な
る
こ
ご

ノ
を
疑
は
な
い
。

　
ア
バ
ー
ダ
ー
ン
附
近
の
夜
警
の
炬
火
は
、
頗
る
有
名
の

も
の
こ
見
ね
、
種
々
の
書
物
に
記
録
さ
れ
て
居
る
。
西
暦

十
一
世
紀
の
牢
頃
の
ナ
ー
シ
ル
陛
イ
聾
ク
ス
ロ
ウ
客
》
既
境
．

一
転
財
虹
ω
憎
勲
！
く
↓
よ

　
　
ア
バ
ー
ダ
ー
ン
附
近
で
、
引
汐
の
時
は
、
数
マ
イ
ル

　
　
に
亙
る
干
潟
を
見
は
す
。
故
に
往
來
の
舟
人
を
警
戒

　
　
す
る
爲
め
、
こ
、
に
栗
源
（
日
爵
『
≦
O
Q
儀
）
の
大
材
木

　
　
で
桟
架
を
作
つ
把
Q
棲
架
の
下
底
は
頗
る
廣
く
、
頂



　
　
上
は
狭
い
○
そ
の
高
さ
は
四
十
ヤ
ー
ド
に
及
ぶ
。
穫

　
　
架
の
頂
上
に
番
小
豆
が
あ
る
。
番
小
舎
の
側
の
露
毫

　
　
は
石
盤
で
、
夜
間
は
そ
の
上
で
、
蜂
火
を
黙
す
る
。

ε
申
し
て
居
る
へ
2
1
）
○

　
フ
イ
ソ
ッ
プ
ス
写
崔
陽
は
既
に
千
八
百
九
十
五
年
に

『
才
物
の
ベ
ン
ガ
ラ
王
國
に
朝
す
る
記
録
に
就
い
て
↑
ご
題

せ
る
論
交
中
に
、
こ
の
夜
警
の
炬
火
の
記
事
を
根
糠
こ
し

て
、
塾
代
の
提
物
宣
命
國
を
チ
グ
リ
ス
河
ロ
に
擬
し
て
居

ろ
（
2
2
）
o
勿
論
彼
は
提
羅
盧
和
の
名
繕
に
就
い
て
は
何
等

の
解
鐸
を
下
さ
ぬ
が
、
そ
の
大
膿
の
位
澱
だ
け
は
示
し
て

居
る
○
然
る
に
そ
の
後
、
千
九
百
十
二
年
に
公
に
さ
れ
だ

ヒ
川
ト
剛
貞
暮
ゴ
P
ソ
ク
ヒ
ル
多
○
。
濃
紫
共
鐸
の
『
幽
翠
志
』

に
、
こ
の
提
羅
盧
和
國
を
ア
ラ
ゼ
ァ
の
オ
マ
ン
9
塁
嵩
地

方
の
ノ
サ
ン
ー
3
ム
竃
賃
欝
略
字
μ
海
岸
に
擬
済
し
た
の
は

（
2
3
V
、
何
等
の
露
盤
も
な
い
妄
断
で
あ
る
○
（
一
）
地
名
が

類
似
せ
澱
Q
（
二
）
メ
サ
ソ
ド
ム
海
岸
に
、
夜
問
矩
火
を
黙

　
　
　
第
一
巻
　
概
究
　
波
斯
髄
φ
束
蝶
貿
易
港
に
就
て

し
た
こ
い
ふ
事
實
が
見
隠
ら
澱
。
（
三
）
殊
に
『
気
書
』
に
從

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
黒
來
國
一
〇
至
二
鳥
刺
面
一
〇
皆
線
二
海
東
岸
｝
行
ご
明
記
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
で
は
な
い
か
。
波
長
丘
な
り
印
度
海
の
西
岸
に
當
る

オ
マ
ン
地
方
は
、
東
岸
に
在
る
提
羅
電
磁
國
に
出
定
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

べ
き
資
格
は
な
い
馨
ご
思
ふ
。
尤
も
ヒ
川
ト
等
は
こ
の
縁

　
　
　
　
む

海
東
岸
ご
線
量
東
岸
ご
誤
讃
し
て
居
る
か
ら
、
か
、
る
妄

断
を
も
毒
し
陀
の
で
あ
ら
う
。

　
鳥
刺
國
は
即
ち
ウ
ボ
ラ
で
あ
る
。
凝
着
の
名
物
が
類
似

す
る
上
に
、
西
暦
十
四
世
紀
の
イ
ブ
シ
陛
バ
ッ
ー
タ
國
σ
β

bご

ﾁ
磁
心
に
寝
る
ご
、
ウ
ボ
ラ
（
○
び
巴
『
）
か
ら
ア
バ
ー
ダ

ー
ン
ま
で
は
副
口
（
一
夜
｝
行
程
で
（
魁
）
、
『
新
畑
書
』
の
烏

刺
國
ご
夜
警
の
炬
火
の
駈
在
地
こ
の
距
離
に
一
致
す
る
。

ま
セ
『
昏
昏
書
』
、
に
青
る
ご
、
提
穂
國
か
ら
鳥
剰
國
ま
で
の

距
離
は
二
十
一
日
程
で
あ
る
。
イ
ブ
ン
ー
コ
ル
ダ
ー
ド
ベ

｝
に
よ
る
ご
、
デ
イ
ブ
ル
（
即
ち
提
穂
）
か
ら
ウ
ボ
ラ
（
○
σ
？
．

嵩
a
嗣
）
　
．
に
至
る
距
離
…
総
計
は
十
五
日
ご
百
七
十
↓
ハ
フ
ァ
ラ

第
三
號
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第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
波
斯
灘
の
東
洋
貿
易
港
に
就
て

　
サ
ン
ジ
で
あ
る
（
2
5
）
〇
一
プ
ア
ラ
サ
ン
ジ
芝
之
の
距
離
は

　
や
、
不
定
で
あ
る
が
、
も
こ
一
時
聞
の
行
程
を
指
し
た
も

　
の
で
あ
る
か
ら
、
一
臼
を
二
十
四
フ
ア
ラ
サ
ン
ジ
に
下
露

　
す
る
ご
、
百
七
十
六
フ
ァ
ラ
ナ
ン
ジ
は
七
臼
強
の
行
程
に

　
當
る
○
即
ち
デ
イ
ブ
ル
か
ら
ウ
ボ
ラ
に
至
る
距
離
は
二
十

　
一
百
強
こ
な
り
、
提
馳
よ
り
烏
刺
に
至
る
、
二
十
一
日
程

　
ご
殆
ざ
一
致
す
る
。
要
す
る
に
烏
刺
の
ウ
ボ
ラ
量
る
べ
き

，

　
は
略
疑
を
容
る
べ
き
除
地
が
な
い
。

　
　
弗
利
臼
蓋
は
勿
論
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
正
し
く
は
フ
、
ラ
ー
ト

　
男
掌
舞
の
音
謬
で
、
今
の
シ
ャ
ツ
ト
ー
ウ
〃
B
ア
ラ
ブ
Q
り
簿
菖

　
三
〉
第
σ
（
ユ
ー
フ
ラ
タ
ス
ご
チ
グ
リ
ス
の
合
流
）
を
指
す

　
の
で
あ
る
○
奇
利
刺
の
・
利
か
刺
の
一
字
は
術
字
ご
認
め
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ブ
ア

　
ば
な
ら
ぬ
Q
　
『
宋
史
』
外
國
傳
ご
三
佛
持
説
の
使
者
悪
婦

　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
栗
．
》
σ
蛋
≧
一
の
名
を
誤
っ
て
、
蒲
解
職
立
ご
記
し
て
あ

　
る
の
こ
同
様
で
あ
ら
う
○
或
は
鳥
刺
特
の
誤
脱
か
も
知
れ

　
ぬ
○
今
の
シ
ャ
ン
ト
仔
ウ
ル
ロ
ア
ラ
ブ
は
鷹
時
代
に
は
普
蓮

第
三
號

一
〇
　
（
三
九
七
）

に
フ
エ
ド
涯
ア
地
歴
バ
ス
ラ
司
3
己
巴
】
W
節
も
。
鑓
㎜
理
ち
バ
ス

ラ
の
入
江
こ
し
て
知
ら
れ
て
居
つ
柁
Q
叉
デ
イ
ジ
ラ
巨
ア

ぞ
目
ア
ウ
ラ
ー
U
儀
9
巴
．
諺
〆
＜
香
ご
冠
せ
ら
れ
た
Q
盲
目

な
る
チ
グ
リ
ス
ご
い
ふ
意
味
で
、
扱
、
泥
に
華
塞
さ
れ
だ
チ

グ
リ
ス
下
流
を
指
す
の
で
あ
る
（
2
7
）
o
從
っ
て
古
典
刺
河

の
名
は
除
り
要
當
ご
は
畳
ね
ぬ
。
併
し
南
北
朝
末
か
ら
康

初
に
か
け
て
チ
グ
リ
ス
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
ニ
水
の
河
溢
は

大
愛
化
を
し
だ
○
そ
の
以
前
は
波
斯
灘
こ
の
連
絡
は
綾
ろ

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
の
河
道
が
圭
要
の
位
榿
を
占
め
把
標
で
あ

る
（
2
8
）
o
弗
利
刺
河
の
総
は
そ
の
古
き
名
残
か
も
知
れ
濾
○

　
末
羅
は
そ
の
登
暑
か
ら
推
し
て
も
、
將
陀
そ
の
位
置
か

ら
考
へ
て
も
、
既
に
三
宅
博
士
の
擬
課
し
柁
留
り
、
バ
ス

ラ
で
な
け
ね
ば
な
ら
汲
（
2
9
）
o
バ
ス
ラ
は
ク
ー
フ
ア
囚
Q
建
μ

ご
共
に
、
麿
時
代
を
麺
じ
て
イ
ラ
ク
犀
巴
（
地
方
の
首
都
で

、
中
に
も
バ
ス
ラ
は
ア
ッ
バ
ー
ス
〉
σ
募
ψ
王
朝
の
大
首
都

バ
グ
ダ
ー
ド
切
9
σ
q
茎
毬
の
門
戸
こ
し
て
尤
も
繁
昌
を
極

伊



め
π
か
ら
、
大
食
國
の
昏
昏
に
相
手
な
い
。
ヒ
ル
ト
に
擦

る
と
『
諸
蕃
志
』
の
弼
斯
照
は
バ
ス
ラ
で
あ
る
（
3
0
）
o
ウ
ボ

ラ
か
ら
バ
ス
ラ
に
至
る
に
は
、
ゾ
ボ
ラ
聡
警
に
由
る
が
、

そ
の
耳
聞
距
離
は
十
二
三
マ
イ
ル
位
で
あ
る
か
ら
、
『
新

玉
書
』
に
烏
刺
よ
り
末
羅
に
至
乃
行
程
二
日
嘘
あ
る
の
は

、
絹
長
き
℃
失
し
て
居
る
様
に
思
ふ
。
併
し
小
舟
に
乗
り

替
へ
ま
π
潮
の
満
干
の
激
し
い
事
惰
を
考
へ
る
ご
、
距
離

以
上
の
時
日
を
要
し
把
も
の
ら
し
い
。

　
ヒ
川
ト
及
び
ロ
ン
グ
ヒ
ル
共
謬
の
『
諸
蕃
志
』
に
も
、
こ

の
一
飾
を
解
遅
し
て
居
る
が
（
3
1
）
、
す
べ
て
上
智
っ
て
居

る
Q
彼
等
は
烏
選
挙
を
オ
マ
ン
地
方
の
ソ
ハ
ル
O
Q
o
｝
μ
母
に

擬
し
、
末
羅
國
を
そ
の
劃
岸
（
即
ち
波
母
艦
の
東
岸
）
な
る

キ
川
マ
ン
筆
記
§
碧
地
方
の
ホ
ル
ム
ヅ
属
。
補
ヨ
ニ
N
に
當
て

、
居
る
が
、
誤
謬
徐
り
に
顯
然
で
、
一
々
反
駁
を
加
へ
る

程
の
捨
値
が
な
い
。

　
『
新
葉
書
』
の
茂
門
王
を
三
宅
博
士
は
ア
シ
バ
ー
ス
王
朝

　
　
　
第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
波
斯
灘
の
東
洋
貿
易
港
に
就
て

第
七
の
瞼
利
登
マ
ー
ム
ー
ン
寓
ρ
ヨ
暑
の
音
羽
ご
認
め
τ

居
る
が
（
3
2
）
o
こ
れ
は
確
に
間
違
で
あ
る
。
『
寒
冒
書
』
の

記
事
は
『
皇
華
四
達
記
』
に
本
づ
き
、
『
皇
華
四
達
記
』
は
唐

の
徳
宗
の
貞
元
年
間
（
西
暦
七
八
五
一
八
〇
四
）
に
、
頁
耽

の
作
り
し
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中
に
西
暦
八
百
十
三

年
乃
至
八
百
三
十
三
年
在
位
の
マ
ー
ム
ー
ン
の
こ
ご
を
記

載
す
る
筈
が
な
い
○
茂
門
は
ヒ
ッ
’
塾
等
の
説
明
せ
る
如
く

濠
ア
ラ
ブ
語
の
モ
メ
ニ
ー
ソ
嵐
○
旨
窪
聲
（
信
徒
の
義
）
の

音
課
で
あ
る
（
3
）
o
モ
メ
ニ
ー
ン
は
ア
、
・
、
一
〃
ー
ー
ア
ル
”

モ
メ
ニ
ー
ン
》
ヨ
坤
巴
寓
。
導
①
コ
ジ
の
薄
墨
で
あ
る
。
ア

ミ
芝
川
H
ア
ル
H
モ
メ
ニ
ー
ン
ご
は
信
徒
の
首
領
の
意
昧

　
　
カ
　
サ
　
フ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

で
、
吟
利
癩
菌
ー
マ
ル
　
○
諺
錠
　
以
來
、
歴
代
の
恰
利
登

の
灘
號
こ
し
て
襲
用
さ
れ
花
（
3
4
）
o
『
奮
唐
書
』
の
徽
密
莫

末
風
、
『
新
事
書
』
の
緻
蜜
行
末
賦
、
『
冊
府
棋
風
』
の
黒

（
異
の
誤
）
密
牟
尼
等
は
、
何
れ
も
こ
の
ア
ミ
ー
ル
ー
ア
ル

ー
ー
モ
メ
ニ
ー
ン
の
音
繹
で
あ
る
。
臨
書
の
『
皇
華
四
達
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
一
　
（
三
九
八
）



転

　
　
　
第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
波
塘
薄
の
東
弘
貿
易
港
に
就
て

よ
り
三
四
十
年
以
前
の
作
で
あ
る
、
杜
環
の
『
纒
行
記
』
に

乃
師
）

　
大
食
王
號
国
辱
門
一

ご
あ
る
慕
門
が
即
ち
茂
門
で
あ
る
○
ヒ
ル
ト
等
が
『
新
臨

書
』
の
茂
門
を
ア
ラ
ブ
語
モ
メ
ニ
ー
ン
の
最
も
古
き
暑
諜

て
あ
る
こ
い
ふ
主
張
は
信
慧
す
る
に
足
ら
ぬ
。
モ
メ
ニ
ー

ン
は
叉
、
墓
門
（
『
太
李
簑
宇
記
』
）
慕
門
（
『
太
古
御
覧
』
）
牟

尼
（
『
器
府
元
亀
』
）
等
種
々
の
字
面
に
よ
っ
て
、
支
那
の
記

鍮
に
載
せ
ら
れ
て
居
る
○

　
茂
門
王
即
ち
恰
利
登
の
都
セ
る
縛
達
城
が
、
ア
ッ
バ
ー

ス
王
朝
の
大
首
都
た
る
バ
グ
ダ
ー
ド
把
る
べ
喜
は
串
す
迄

も
な
い
○
ヒ
〃
｝
等
が
こ
の
繕
蓮
城
を
エ
ジ
プ
ト
の
フ
ナ

ス
タ
ー
ト
閃
。
陰
鉾
（
今
の
カ
イ
質
、
こ
の
地
は
も
ご
ア
ラ

ブ
軍
の
陣
螢
所
在
地
で
あ
っ
馬
下
、
フ
ナ
ス
タ
ー
ト
ご
い

ふ
。
フ
ォ
ス
タ
ー
ト
ご
は
陣
螢
の
義
で
あ
る
）
に
擬
し
て

こ
れ
を
バ
グ
ダ
ー
ド
ご
認
め
る
こ
ご
に
躊
躇
の
態
度
を
示

第
三
號

一
二
　
（
三
九
九
）

し
て
居
る
が
（
6
）
、
實
に
無
意
昧
の
躊
躇
で
あ
る
。
南
宋

の
周
去
非
の
『
嶺
外
代
答
』
憲
三
に

　
　
有
二
自
蓬
國
も
係
二
大
食
諸
島
之
京
師
「
也
。
其
國
王

　
　
　
　
モ
　
ハ
　
メ
ヅ
ト

　
　
則
佛
麻
霞
勿
之
子
孫
也
○

ご
あ
る
自
警
國
が
即
ち
『
新
唐
詞
』
の
縛
達
城
で
、
自
警
も

兄
達
も
、
倶
に
バ
グ
ダ
ー
ド
の
音
謬
で
あ
る
。

　
ヒ
川
ト
等
は
墨
筆
の
バ
グ
ダ
ー
ド
た
る
こ
ご
を
認
め
な

が
ら
、
縛
達
に
限
っ
て
躊
躇
す
る
の
は
、
想
ふ
に
縛
に
て

は
b
」
曽
叉
は
切
お
の
晋
を
表
は
し
難
い
ご
信
七
て
の
こ

ご
で
あ
ら
う
が
、
こ
れ
は
聖
な
る
間
違
で
、
縛
の
字
で
切
餌

叉
は
切
謬
　
の
音
を
表
は
す
こ
ご
は
較
ろ
普
麺
の
こ
ご
、

い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
（
7
）
○
　
早

　
『
翫
唐
書
』
は
買
耽
に
据
っ
て
縛
達
城
ご
末
羅
國
こ
の
距

離
を
陸
行
千
里
ご
記
し
て
あ
る
が
、
こ
の
一
里
の
標
準
が

不
明
な
る
上
に
、
バ
グ
ダ
ー
1
3
ご
バ
ス
ラ
こ
の
交
々
は
多

く
水
路
に
よ
る
故
、
ア
ラ
ブ
地
理
學
者
で
こ
の
方
面
の
陸



路
の
行
程
を
委
細
に
傳
へ
把
も
の
が
除
り
見
當
ら
澱
か
ら

『
新
唐
書
』
の
こ
の
記
事
の
當
否
を
批
判
す
る
こ
ご
が
容
易

で
な
い
○
π
や
地
圖
の
上
で
は
、
バ
グ
ダ
ー
ド
は
バ
ス
ラ

か
ら
西
北
二
百
五
六
十
英
里
に
當
っ
て
居
る
○
吾
が
輩
が

當
て
讃
明
し
柁
通
り
（
3
8
）
、
唐
代
の
支
那
の
旧
里
は
約
一

英
里
の
四
分
の
一
に
當
る
筈
故
、
二
百
五
六
十
英
里
を
唐

代
の
里
数
に
換
算
す
る
ご
、
千
里
除
こ
な
る
課
で
あ
る
。

併
し
こ
れ
は
バ
グ
ダ
ー
ド
ご
バ
ス
ラ
の
岩
間
距
離
の
こ
ご

實
際
の
陸
行
で
は
こ
の
方
面
の
地
形
か
ら
推
し
て
も
、
面

識
り
迂
廻
せ
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
且
っ
て
爾
者
の
距
離
は

大
に
増
加
す
る
筈
ご
思
ふ
・
現
に
ア
ラ
ブ
地
理
準
則
に
よ

る
ご
、
こ
の
爾
地
の
距
離
は
大
壷
に
於
て
百
フ
ァ
ラ
サ
ン

ジ
、
十
六
日
行
程
こ
な
っ
て
居
る
（
凝
）
o
．
抽
の
距
離
を
唐
里

に
換
了
す
る
ご
少
く
ご
為
千
四
百
里
位
に
な
ら
ね
ば
な
ら

蹟
。
質
耽
の
西
域
に
…
關
す
る
陸
上
の
里
程
は
、
吾
が
輩
が

已
に
注
意
し
π
通
り
、
（
3
9
）
他
の
記
録
に
比
し
て
過
少
の

第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
渡
斯
薄
の
東
洋
貿
易
港
に
就
て

嫌
あ
る
が
、
こ
の
縛
蓬
末
羅
間
の
距
離
も
そ
の
一
例
ご
見

る
べ
き
で
あ
ら
へ
Q

　
　
　
　
罵
　
シ
§
ラ
且
フ

　
シ
ー
ラ
ー
フ
辺
硲
h
の
港
は
、
バ
ス
ラ
及
び
ウ
ボ
ラ
よ

り
東
南
に
當
る
フ
ァ
ル
ス
男
碧
。
。
地
方
の
海
岸
に
在
る
○

ゾ
ー
ラ
ー
フ
が
東
洋
貿
易
港
こ
し
て
重
要
な
樹
霜
を
占
め

紀
の
は
、
西
暦
九
世
紀
の
宇
頃
か
ら
の
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
以
前
に
出
営
π
、
費
耽
の
『
皇
華
四
達
記
』
の
中
に
は

シ
ー
ラ
ー
フ
の
港
の
記
事
は
見
當
叙
露
○

　
レ
イ
ノ
ー
閃
氏
p
鎮
こ
の
言
出
し
π
、
イ
ス
ラ
ム
激
徒
の

『
印
度
支
那
航
海
物
語
』
勾
①
互
同
雪
驚
ω
＜
o
祁
σ
q
ω
。
。
の
前

編
は
、
画
暦
九
世
紀
の
宇
頃
、
即
ち
『
皇
華
四
達
記
』
よ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

約
五
十
年
後
に
出
把
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、
當
時

支
那
の
商
船
は
多
く
シ
ー
ラ
ー
フ
に
來
質
し
て
、
其
庭
か

ら
西
方
の
産
物
を
積
み
出
し
把
ご
記
し
て
あ
る
（
4
0
）
o
實

際
シ
ャ
ン
ト
旺
ウ
ル
目
ア
ラ
ブ
（
即
ち
チ
グ
リ
ス
）
河
口
及

第
三
二

一
三
　
（
四
〇
〇
）



第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
波
斯
灘
の
束
洋
貿
易
港
に
就
て

び
そ
の
附
近
の
海
面
は
一
帯
に
淺
獺
が
多
く
、
且
つ
風
浪

高
く
て
、
航
行
容
易
で
な
い
。
容
積
大
な
る
支
那
の
商
舶

に
は
困
難
一
層
で
あ
る
。
從
っ
て
支
那
の
商
舶
は
東
洋
の

物
産
例
せ
ぽ
薦
蕾
、
龍
誕
香
、
単
材
、
言
意
、
楽
手
、
象

牙
、
胡
椒
等
を
先
づ
シ
ー
ラ
ー
フ
ま
で
驚
來
し
、
シ
ー
ラ

ー
フ
よ
り
更
に
小
舟
に
積
み
替
へ
て
、
バ
ス
ラ
、
バ
グ
ダ

ー
ド
方
面
に
此
等
の
物
産
を
逡
b
出
す
の
で
あ
る
。
素
建

地
方
の
物
産
も
亦
一
旦
シ
…
ラ
ー
フ
に
集
め
、
シ
ー
ラ
ー

フ
か
ら
東
洋
へ
積
み
出
し
π
o
此
の
如
く
に
し
て
シ
ー
ラ

ー
フ
は
波
斯
灘
頭
最
も
重
要
な
る
貿
易
港
こ
な
つ
セ
。

　
西
暦
十
世
紀
の
宇
頃
の
イ
ス
タ
ク
リ
ー
H
e
㌶
障
｝
覧
や
イ

ブ
ソ
”
ホ
ー
カ
ル
同
9
出
レ
三
（
巴
の
記
録
に
糠
る
ご
、
當

時
シ
ー
ラ
ー
フ
港
の
住
民
は
海
外
貿
易
に
よ
っ
て
、
驚
く

べ
き
資
産
を
作
つ
陀
。
シ
ー
ラ
ー
フ
住
民
の
富
有
は
イ
ス

ラ
ム
敷
必
中
に
辱
め
渡
っ
て
居
つ
π
o
彼
等
の
中
に
は
、

一
人
に
て
六
千
萬
ヂ
レ
ム
爵
。
ヨ
（
約
二
千
萬
圓
）
の
資
産

第
三
號

一
四
（
四
〇
一
）

を
有
す
る
者
も
紗
く
な
い
。
彼
等
は
海
外
か
ら
到
写
し
陀

良
材
を
以
て
、
出
入
の
商
号
を
展
墾
す
る
に
都
合
好
き
標

男
結
の
高
楼
を
構
ぬ
π
Q
そ
の
往
詣
の
み
に
、
三
萬
ヂ
ナ

ー
ル
・
爵
緯
（
約
＋
五
萬
圓
）
を
費
し
陀
富
豪
も
あ
る
（
∬
）
。

　
シ
ー
ラ
ー
港
の
繁
昌
を
極
め
セ
の
は
、
襟
脚
九
世
紀
の

宇
頃
か
ら
十
二
世
紀
の
掌
頃
至
る
約
三
百
年
問
で
あ
っ
π

o
こ
の
三
百
年
間
に
シ
ー
ラ
｝
フ
の
商
舶
は
、
盛
に
支
那

丁
令
に
池
航
し
把
筈
で
あ
る
が
、
シ
ー
ラ
ー
フ
の
名
は
徐

り
支
那
の
記
録
に
傳
っ
て
居
ら
ぬ
。
或
は
『
諸
蕃
志
』
に
載

せ
て
あ
る
思
難
國
を
シ
ー
ラ
ー
フ
の
暑
詳
ご
認
め
る
人
も

あ
る
が
（
4
2
）
、
瀬
瀬
し
難
い
標
に
思
ふ
○

　
南
宋
の
盛
期
の
『
言
言
』
窓
十
一
に
、
當
時
編
建
の
泉
州
、

に
通
商
し
セ
蕃
客
（
外
國
斑
入
）
の
添
上
園
に
い
ふ
表
の

こ
ご
を
載
せ
て
あ
る
が
、
こ
の
戸
羅
園
は
シ
ー
ラ
ー
ヅ
4

ω
蓬
ρ
≦
の
暑
課
で
、
シ
ー
ラ
ー
フ
産
の
商
人
ご
見
ね
る
Q

イ
ス
ラ
ム
敷
國
で
は
産
地
の
名
を
そ
の
儘
に
そ
の
入
の
逼

卿



総
こ
す
る
慣
習
が
あ
る
○
例
へ
ば
プ
カ
ラ
切
舞
冨
舜
（
『
新

墨
書
』
の
布
黙
）
の
入
な
ら
ば
ブ
カ
ジ
　
o
づ
巳
＾
7
p
・
ユ
　
モ
ス
ル

言
。
。
・
巳
（
『
元
号
』
の
毛
夕
里
）
の
人
な
ら
ば
モ
ス
リ
憲
。
ω
集

サ
マ
ル
カ
ン
ド
留
B
返
す
＆
（
『
新
毒
忌
』
の
颯
．
秣
建
）
の

入
な
ら
ば
サ
マ
ル
カ
ン
ヂ
G
。
p
ヨ
蝕
婁
強
こ
い
ふ
○
シ
ー

ラ
ー
フ
の
名
は
そ
の
土
地
で
は
シ
ー
ラ
ー
ヅ
ご
登
訂
す
る
、

故
（
4
3
）
、
シ
」
ラ
フ
の
人
な
ら
ば
シ
ー
ラ
ー
ヅ
イ
ω
琶
か
乱

ご
呼
ぶ
の
が
例
で
あ
る
。
戸
羅
園
ば
尤
も
正
し
く
こ
の
シ

ー
ラ
ー
ヴ
イ
の
音
を
表
は
し
て
居
る
。

　
同
じ
く
南
宋
の
趙
汝
萢
の
『
諸
蕃
志
』
窓
上
の
大
食
國
の

條
に
、

　
　
有
二
番
商
一
日
二
施
那
韓
一
。
大
食
人
爵
。

ご
あ
る
施
那
帷
も
同
じ
く
シ
ー
ラ
ー
ヴ
イ
の
馬
鐸
で
、
こ

の
蕃
商
も
亦
シ
ー
ラ
ー
フ
の
産
ご
察
せ
ら
れ
ろ
○

　
庶
（
那
）
ご
h
（
羅
）
ご
は
、
支
那
で
は
頗
る
混
同
し
易
い
昔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
ム
。
『
晴
書
』
の
烏
那
掲
國
（
中
央
亜
細
亜
の
小
國
）
が

第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
波
斯
灘
の
東
洋
貿
易
港
に
■
就
て

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
新
唐
書
』
に
烏
拉
喝
國
．
こ
な
り
、
　
『
諸
蕃
志
』
の
藍
無
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

β
9
日
σ
ユ
（
ス
マ
ト
ラ
の
西
海
岸
）
が
『
瀟
涯
勝
心
』
に
南
汚
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
な
り
、
『
元
史
』
の
木
秦
野
竃
巳
p
露
量
（
波
斯
の
北
部
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

櫨
つ
仁
イ
ス
ラ
ム
敷
徒
の
一
派
）
が
『
西
使
記
』
に
木
乃
奨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ
ロ
ン
　
　
の

こ
な
り
、
『
諸
蕃
志
』
に
シ
ラ
ン
　
ω
＝
謬
（
錫
需
）
に
野
し

　
　
　

て
西
宮
の
字
を
當
て
、
『
元
史
』
に
シ
ン
ハ
ラ
ω
圃
三
重
巴
p
（
錫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

掃
）
に
樹
し
て
鱈
伽
那
の
字
を
當
て
る
な
ご
、
實
例
は
一

々
畢
ぐ
る
に
堪
へ
ぬ
Q
さ
れ
ば
命
毛
韓
は
金
融
論
ご
同
じ

く
、
シ
ー
ラ
ー
ヅ
ィ
の
音
繹
こ
ご
認
め
て
、
何
等
の
不
都

合
が
な
い
○
　
　
、

　
南
宋
の
高
宗
の
紹
興
元
年
（
西
暦
一
二
二
一
）
に
輻
建
の

泉
州
に
創
め
て
清
浄
寺
こ
い
ふ
イ
ス
ラ
ム
敷
の
寺
院
を
建

設
し
陀
蕃
客
は
シ
ー
ラ
ー
フ
産
の
商
人
ご
見
ぬ
る
。
朱
末

元
初
の
臭
聴
の
「
清
浮
寺
記
」
に

　
　
宋
紹
與
元
年
有
一
一
納
只
卜
穆
叢
喜
魯
空
者
一
〇
自
二
撒
郎

　
　
威
｝
從
こ
商
舶
｝
來
レ
泉
Q
掴
二
当
寺
於
泉
州
長
南
城
一

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
五
（
四
〇
二
）



第
一
巻
　
研
究
　
波
斯
源
の
東
洋
貿
易
港
に
就
て

第
三
號

一
山
ハ
　
（
四
〇
一
二
）

ご
あ
る
が
、
撒
郎
威
は
確
に
ω
ゴ
一
げ
く
の
音
繹
で
、
シ
ー
　
　
『
印
度
支
那
航
海
物
語
』
の
後
編
の
作
者
だ
る
シ
ー
ヲ
ー

ラ
ー
フ
を
指
し
セ
も
の
に
相
半
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
産
の
ア
ブ
梶
ヂ
ェ
イ
ド
》
σ
○
自
浮
）
ム
ご
同
時
代
で
、

．
　
　
四
シ
3
ラ
肩
フ
舩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
然
も
相
識
の
問
で
あ
る
マ
ス
ー
ヂ
も
亦
、
そ
の
『
黄
金
の

　
シ
ー
ラ
ー
フ
港
の
こ
ご
を
い
へ
ば
、
同
時
に
必
ず
シ
ー
　
牧
場
』
の
中
に
、
地
中
海
の
舩
は
雨
装
さ
れ
て
居
る
が
、

ラ
ー
フ
船
の
こ
ご
を
書
き
、
添
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
○
ジ
ー
ラ
ー
　
ア
ビ
シ
ニ
ア
海
の
船
は
、
鐵
は
海
水
に
腐
蝕
さ
れ
て
損
じ

フ
船
は
一
種
特
別
の
構
造
を
有
っ
て
居
る
。
レ
イ
ノ
ー
繹
　
易
い
か
ら
、
釘
を
使
用
せ
す
に
、
由
縁
樹
よ
り
漁
っ
た
索

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
プ
ラ

の
『
印
度
支
那
航
海
物
語
』
の
後
編
に
　
　
　
　
　
　
　
　
で
厚
板
を
縫
ひ
付
け
、
そ
の
縫
目
に
脂
や
タ
巨
川
を
塗
布

　
　
シ
ー
ラ
ー
フ
の
船
に
限
り
厚
板
を
釘
付
に
せ
す
、
仁
　
す
る
こ
ご
を
記
載
し
て
あ
る
（
4
5
）
。
こ
の
ア
ビ
シ
ニ
ア
海

　
　
や
索
に
て
縫
ひ
合
す
の
み
で
あ
る
。
シ
リ
ア
及
び
川
　
の
中
に
は
波
宣
命
を
も
含
む
の
で
あ
る
O

　
　
ー
ム
男
。
羅
ゴ
國
の
船
は
釘
に
て
打
ち
付
け
ら
れ
、
　
　
シ
ー
ラ
ー
フ
附
近
か
ら
ア
フ
リ
カ
の
東
海
岸
に
至
る
一

　
　
索
に
て
結
び
付
け
ら
る
、
こ
ご
が
な
い
。
　
　
　
　
ダ
帯
の
海
面
即
ち
マ
ス
ー
ヂ
の
所
謂
ア
ビ
シ
論
ア
海
で
は
、

ご
記
し
て
あ
る
（
4
4
）
。
か
く
シ
ー
ラ
ー
フ
の
船
の
構
造
に
　
除
程
の
古
代
か
ら
こ
の
無
界
装
の
離
が
使
用
さ
れ
て
居
つ

は
特
微
が
あ
っ
た
か
ら
、
地
中
海
で
釘
を
使
用
し
て
な
い
　
セ
○
西
暦
一
斑
紀
の
後
年
に
田
魚
島
『
エ
ソ
ス
ラ
海
案
内

難
破
船
の
乱
筆
さ
れ
π
時
、
當
時
の
直
々
は
、
こ
の
こ
ご
　
記
』
の
中
に
も
こ
の
事
例
が
記
さ
れ
て
あ
る
○
『
エ
ヅ
ス
ラ
．

を
以
て
、
波
御
薩
ご
地
中
海
ご
は
海
響
き
で
め
る
こ
い
ふ
　
寸
言
内
記
』
に
凝
る
ご
、
波
斯
客
船
は
板
を
縫
ひ
合
せ
だ

讃
鑛
に
供
む
π
位
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
で
、
マ
ダ
ラ
タ
ζ
餌
α
鍵
簿
ρ
ご
呼
ば
れ
て
居
る
○
マ



ダ
ラ
タ
ご
は
ア
ラ
ブ
語
の
ム
ッ
ダ
ー
ラ
ー
ト
寓
鶉
＆
弩
舜
㌶

を
詑
っ
花
も
の
で
、
椰
子
の
繊
緯
を
以
て
結
び
付
け
ら
れ

π
こ
い
ふ
意
昧
で
あ
る
（
4
6
）
o

　
西
暦
十
三
世
紀
の
後
牢
に
は
、
シ
ー
ラ
ー
フ
は
既
に
衰

へ
、
ホ
ル
ム
ヅ
国
。
目
撃
菖
が
繁
昌
す
る
が
、
長
時
こ
の
地

方
を
族
行
し
元
マ
ル
コ
“
ボ
ー
”
寓
費
8
娼
9
0
は
次
の

如
き
記
事
を
傳
へ
て
居
る
（
4
7
）
○

　
　
ホ
川
ム
ヅ
の
船
は
貧
弱
な
も
の
で
、
よ
く
難
破
す
る
。

　
　
離
は
釘
装
な
く
、
唯
椰
子
樹
の
外
皮
か
ら
製
し
把
索

　
　
に
て
結
び
付
け
る
の
み
で
あ
る
。
椰
子
樹
〔
の
外
皮
〕

　
　
を
馬
の
毛
の
檬
に
な
る
ま
で
打
ち
殴
き
、
こ
れ
を
絢

　
　
b
合
せ
て
索
を
作
り
、
こ
の
索
…
に
て
船
板
を
結
び
付

　
　
け
る
○
索
は
海
水
に
は
腐
蝕
さ
れ
ぬ
が
、
風
波
に
野

　
　
す
胤
抵
抗
は
十
分
こ
い
へ
ぬ
。
船
〔
の
縫
臼
〕
に
は
涯

　
　
青
よ
り
も
魚
油
を
塗
布
す
る
○
（
中
馨
）
こ
、
に
は
釘

　
　
の
原
料
こ
す
べ
き
鐵
に
乏
し
い
か
ら
、
造
船
の
際
に

　
　
　
第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
波
斯
灘
の
棄
洋
貿
易
港
に
就
て

　
　
は
木
釘
を
代
用
し
て
、
上
に
述
べ
党
る
如
く
、
索
に

　
　
て
鷲
板
を
結
び
付
け
る
。
か
、
る
雛
に
て
航
海
す
る

　
　
の
は
危
瞼
が
多
い
。
印
度
海
上
に
は
屡
恐
る
べ
き
暴

　
　
風
が
起
る
か
ら
、
か
、
る
船
は
よ
く
難
破
す
る
。

　
マ
ル
コ
暇
ボ
ー
ロ
よ
り
少
し
く
貫
く
れ
て
、
十
四
世
紀
，

の
初
宇
に
、
こ
の
地
方
を
槻
潔
し
だ
、
オ
ー
3
リ
ク
○
伽
。
誉

も
亦
西

　
　
こ
の
地
方
（
ホ
ル
ム
ヅ
）
に
て
は
、
唯
索
に
て
結
び
付

　
　
け
ら
れ
元
一
種
特
別
の
ジ
ヤ
セ
智
ω
o
ご
呼
ば
る
、

　
　
船
を
使
用
す
る
○
予
は
こ
の
船
に
乗
り
込
ん
だ
が
、

　
　
船
中
に
一
片
の
餓
を
も
見
出
さ
な
か
っ
た
Q

ご
記
し
て
居
る
（
4
8
）
o

　
ア
フ
フ
カ
の
東
岸
か
ら
印
度
の
画
岸
に
か
け
て
、
同
じ

構
造
の
離
が
見
當
ら
ぬ
で
は
な
い
が
、
シ
ー
ラ
ー
フ
及
び

ホ
ル
ム
ヅ
を
申
心
こ
し
て
居
る
波
斯
灘
が
矢
張
り
こ
の
種

の
船
の
本
蕩
で
あ
る
。第
三
號

一
七
　
（
四
〇
四
）



第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
波
藤
下
の
東
洋
貿
易
港
に
就
て

　
磯
っ
て
支
那
の
方
面
を
調
べ
る
ご
、
麟
の
劉
拘
の
・
『
西
表

　
録
異
』
巷
上
に

　
　
　
質
人
離
不
レ
用
二
鐵
釘
も
只
使
「
「
胱
榔
髪
繋
縛
「
．
。
以
二
三

・
　
　
概
糖
一
泥
レ
之
○
糖
乾
甚
堅
○
入
レ
水
駅
レ
漆
也
。

　
こ
い
ふ
記
事
が
見
ぬ
て
居
る
。
構
榔
ご
は
櫻
糊
の
一
種
ご

　
想
は
れ
る
。
『
嶺
表
録
異
』
掌
中
に
枇
榔
燧
須
に
就
い
て
、
下

　
の
如
き
委
細
な
解
説
を
施
し
て
あ
る

　
　
　
続
榔
樹
枝
葉
並
蕃
茂
。
與
二
叢
櫃
榔
等
　
小
異
。
然
葉

　
　
　
下
有
・
鑑
。
即
時
落
馬
星
。
（
中
外
）
其
豪
農
宜
二
戯
水
浸

　
　
　
輩
。
即
概
脹
而
劔
。
故
〔
寧
〕
人
以
レ
都
島
舶
・
不

　
　
　
レ
用
二
電
線
輔
。
　
　
・

　
緻
穐
糖
に
就
い
て
も
『
山
領
表
難
聴
』
憲
中
に

　
　
　
爆
殺
（
中
野
）
樹
枝
籔
上
。
生
二
脂
膏
一
Q
如
二
桃
膠
一
。
南

　
　
　
人
探
レ
之
。
和
二
其
皮
葉
一
男
レ
之
Q
調
如
二
黒
暢
「
。
謂

　
　
　
二
之
救
荒
糖
一
〇
用
五
二
四
聖
一
。
乾
後
堅
二
干
膠
漆
毛
著

　
　
　
レ
水
心
乾
耳

第
三
號

一
八
　
（
四
〇
五
）

ε
説
明
を
加
へ
て
あ
る
○

　
鐡
釘
を
用
ひ
す
、
椰
子
に
近
い
続
榔
樹
よ
り
製
し
把
索

で
艦
板
を
繋
筋
し
て
、
そ
の
縫
〔
に
樋
黒
糖
を
塗
布
す
る

船
の
構
造
は
シ
ー
ラ
ー
フ
船
の
そ
れ
ご
驚
く
べ
ぎ
一
致
で

は
あ
る
ま
い
か
。
劉
絢
は
着
雪
の
昭
宗
の
時
、
廣
州
の
司

馬
こ
な
り
、
そ
の
見
聞
に
本
つ
い
て
『
嶺
表
書
異
』
を
著
は

し
た
の
で
め
る
（
4
9
）
o
麿
末
こ
い
ふ
時
代
か
ら
推
し
て
も
、

廣
州
こ
い
ふ
傷
所
か
ら
推
し
て
も
、
『
嶺
表
構
異
』
の
費
人

船
は
ア
ラ
ブ
殊
に
シ
ー
ラ
ー
フ
の
轡
型
を
指
し
た
も
の
で

な
い
か
ご
想
像
す
べ
き
望
地
が
多
い
○

　
ま
牝
、
マ
ス
ー
ヂ
等
の
所
傳
に
糠
る
ご
、
ア
ラ
ブ
の
商
舶

ご
支
那
の
商
舶
ざ
は
、
容
積
の
大
さ
に
於
て
も
、
堅
牢
の

度
に
於
て
も
非
常
に
相
違
が
あ
っ
て
、
後
置
が
前
煮
に
立

優
っ
て
居
る
’
5
0
）
○
こ
の
黙
か
ら
考
へ
て
も
『
嶺
表
録
異
』

の
研
謂
賢
人
船
は
、
支
那
固
有
の
も
の
で
な
く
、
シ
『
ラ

ー
フ
の
商
舶
を
指
し
た
も
の
か
ご
想
像
さ
れ
る
つ



　
吾
が
蛮
が
最
初
こ
の
問
題
に
手
を
鱗
れ
π
時
に
は
、
實

に
こ
の
質
人
離
を
シ
ー
ラ
ー
フ
の
商
舶
ご
解
醒
し
淀
。
併

し
そ
の
後
熟
考
す
る
に
從
ひ
、
こ
の
解
繹
を
墾
更
せ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
様
に
な
つ
π
。
丁
度
劉
拘
の
時
代
に
は
ア
ラ

ブ
商
入
が
悉
く
支
那
を
引
け
上
げ
て
、
シ
ー
ラ
ー
フ
の
商

舶
は
殆
ご
一
艘
も
廣
州
に
入
港
せ
ぬ
事
實
が
あ
っ
て
、
劉

拘
の
記
載
せ
る
質
人
船
を
シ
ー
ラ
ー
フ
の
商
舶
ご
認
め
難

い
か
ら
で
あ
る
。

　
ア
ッ
バ
ー
ス
》
σ
σ
舘
王
家
が
バ
グ
ダ
ー
ド
に
輿
超
し
て

以
來
、
ア
ラ
ブ
人
の
海
運
は
一
層
盛
こ
な
り
、
彼
等
は
次

第
に
そ
の
航
路
を
束
に
進
め
て
、
途
に
斯
波
溝
か
ら
支
那

海
に
至
る
間
の
航
海
樫
を
完
全
に
そ
の
掌
裡
に
産
め
π
o

西
暦
九
世
紀
の
牢
頃
に
於
、
い
て
、
廣
東
の
外
廻
貿
易
は
尤

も
繁
昌
し
弛
。
幾
萬
こ
い
ふ
ア
ラ
ブ
商
人
は
縄
ぬ
す
廣
東

に
往
來
し
把
。
シ
ー
ラ
ー
フ
港
の
繁
昌
の
時
代
で
あ
る
か

ら
ア
ラ
ブ
商
人
の
中
に
、
勿
論
シ
ー
ラ
ー
フ
商
人
が
多
数

第
プ
巻
　
　
研
　
究
　
　
波
雷
門
の
東
洋
貿
易
港
に
就
て
・

を
占
め
陀
筈
で
あ
る
9
所
が
昭
宗
の
一
代
前
の
僖
宗
の
蒔

直
に
黄
…
巣
の
臨
が
起
り
、
賊
軍
が
参
事
を
始
め
江
南
で
帯

を
掠
嚢
し
た
駕
め
、
ア
ラ
ブ
商
人
は
多
く
製
本
國
に
引
き

上
げ
、
東
西
貿
易
の
中
心
は
馬
來
年
鑑
方
面
に
移
つ
だ
Q

　
ア
ブ
ー
ー
ヂ
ェ
イ
ド
に
据
る
ご
、
黄
菓
（
『
支
郡
印
度
航
海

物
語
』
に
バ
ン
ー
ー
シ
ゥ
ァ
b
ご
簿
p
Q
。
○
ざ
養
こ
め
る
の
は
黄

…
巣
の
名
を
撃
つ
π
も
の
で
あ
る
）
の
賊
は
回
暦
の
二
百
六

十
四
年
（
僖
宗
の
乾
三
四
i
五
年
）
に
廣
州
を
陥
れ
、
當
時

廣
墨
縄
寓
の
回
兇
徒
、
単
離
人
、
耶
蘇
敷
徒
、
厭
敷
徒
併

せ
て
十
二
萬
を
笠
懸
し
托
。
こ
め
賊
軍
は
又
養
獄
に
必
要

な
る
桑
樹
を
濫
伐
し
た
Q
是
が
爲
に
當
時
外
國
輸
出
品
の

大
宗
で
あ
っ
π
絹
の
製
産
に
悪
影
響
を
輿
へ
だ
。
殊
に
こ

の
内
壁
の
後
、
支
那
は
群
雄
野
鶴
の
姿
こ
な
ゆ
、
各
地
に

猫
平
し
た
小
溜
圭
は
從
球
の
慣
例
を
無
心
し
て
、
外
國
の

貿
易
船
に
不
法
の
重
税
を
課
し
π
o
ア
ラ
ブ
商
人
等
は
生

命
は
安
全
で
な
く
、
目
的
の
絹
の
買
入
れ
は
困
難
こ
な
b
、

第
三
號

一
九
　
　
（
四
〇
六
）

ξ



第
デ
懸
　
　
研
　
究
　
　
波
軽
薄
の
東
洋
貿
易
港
に
就
て
・

且
つ
支
那
官
吏
の
詠
求
日
一
日
に
激
し
く
な
る
に
恐
れ
て

途
に
支
那
の
居
留
地
を
引
き
上
げ
、
爾
後
彼
等
の
商
舶
は

全
く
そ
の
影
を
支
那
の
海
上
に
絶
つ
こ
ご
、
な
つ
π
（
駈
）
o

　
同
時
代
の
マ
ス
ー
ヂ
は
常
時
支
那
に
往
き
し
一
商
入
の

實
験
を
傳
へ
て
、
左
の
如
く
記
載
し
て
居
る
（
5
2
）
o

　
　
キ
ラ
ー
屋
一
一
昌
の
市
は
〔
サ
ラ
セ
ン
國
か
ら
〕
支
那

　
　
に
至
る
掌
途
よ
り
も
稗
前
方
に
在
る
。
こ
の
市
は
今

　
　
日
に
て
は
シ
ー
ラ
ー
フ
及
び
オ
マ
ン
地
方
か
ら
來
る

　
　
ア
ラ
ブ
商
舶
の
集
合
黙
で
、
こ
、
で
彼
等
は
支
那
か

　
　
ら
出
掛
け
て
直
る
磁
壁
ご
融
合
す
る
の
で
あ
る
。
併

　
　
し
そ
の
以
前
に
は
左
様
で
な
か
っ
把
、
支
那
の
商
船

　
・
は
そ
の
…
以
前
に
は
オ
マ
ン
地
方
や
シ
ー
ラ
ー
フ
や
乃

　
　
至
ウ
ボ
ラ
、
バ
ス
ラ
ま
で
出
掛
け
、
此
等
諸
地
方
の

　
　
工
商
も
亦
薩
接
支
那
〔
の
諸
港
〕
に
向
け
て
通
航
し
花

　
　
〔
支
那
」
官
吏
の
緑
樹
ご
正
直
が
望
み
難
く
な
り
、
支

　
　
那
國
内
の
状
況
が
上
に
記
載
せ
る
如
く
〔
臨
豚
に
〕
な

第
三
號

二
〇
　
（
四
〇
七
）

　
　
り
て
以
來
は
、
掃
地
の
商
舗
は
中
間
地
〔
の
キ
ラ
」
〕

　
　
に
継
て
會
合
す
る
こ
ご
、
な
つ
だ
の
で
あ
る
。
故
に

　
　
〔
支
那
に
往
か
ん
こ
し
た
〕
そ
の
商
人
は
キ
ラ
ー
で
支

　
　
那
の
兵
営
を
待
ち
合
せ
、
そ
の
支
郡
船
に
乗
り
込
ん

　
　
で
贋
府
に
向
つ
把
。

此
キ
ラ
ー
は
ア
ブ
艮
ヂ
ェ
イ
ド
の
カ
ラ
ー
1
ー
バ
ル
囲
出
讐

切
鋒
で
、
即
ち
質
量
の
箇
羅
國
で
あ
る
。
そ
φ
所
在
に
就

い
て
は
虚
者
の
研
見
に
一
致
せ
ぬ
駈
も
あ
る
が
兎
に
角
マ

ラ
ッ
カ
海
峡
附
近
で
あ
る
こ
ご
は
、
確
實
で
あ
る
（
5
3
）
o
さ

れ
ば
黄
棄
の
鼠
後
即
ち
西
暦
八
百
八
十
年
の
頃
か
ら
、
マ

ス
ー
ヂ
の
著
書
時
代
即
ち
西
暦
九
百
五
十
年
頃
ま
で
、
約

七
十
年
の
間
、
豆
州
ヘ
ァ
ラ
ブ
商
舶
が
鯨
り
入
港
せ
な
か

な
セ
の
は
、
孚
ふ
ぺ
か
ら
ざ
惹
事
實
で
あ
る
○
然
る
に
劉
淘

の
廣
州
在
任
は
昭
宗
の
時
代
で
西
暦
八
百
九
十
年
か
ら
九

百
年
頃
若
く
ば
そ
の
や
、
以
後
に
當
る
か
ら
彼
は
特
異
な

シ
ー
ラ
ー
フ
商
客
を
目
課
す
る
電
磁
は
甚
だ
稀
有
で
あ
っ



柁
ら
う
ご
想
像
さ
れ
る
○

　
熊
襲
時
代
に
西
暦
十
二
世
紀
の
後
牢
に
輝
林
（
廣
西
省
）

の
通
判
ε
な
つ
元
周
面
非
は
、
そ
の
見
聞
を
録
し
て
『
嶺

外
影
画
』
を
作
っ
だ
が
、
そ
の
第
山
ハ
憲
に

　
　
補
正
（
事
々
の
灘
南
駅
路
、
ム
ー
の
廣
西
ご
廣
東
ご
一
部
）

　
　
沿
海
州
軍
。
難
レ
得
二
鐵
釘
桐
油
一
、
造
レ
舟
重
創
板
穿

　
　
レ
藤
約
束
而
成
・
於
菌
藤
縫
物
一
以
二
海
上
所
レ
生
難
平

　
　
乾
而
窒
レ
之
。
遇
レ
水
垢
澁
。
五
爵
レ
乳
糖
レ
漏
実
。
其

　
　
舟
甚
大
。
越
二
大
海
商
下
滝
用
・
之
・
墨
型
謂
要
レ
過

　
　
二
磁
石
山
も
厳
然
未
二
之
詳
㎝
爾

こ
い
ふ
記
事
が
あ
る
。
磁
石
山
の
こ
ご
は
、
ホ
ル
ム
ヅ
附

近
の
骨
細
岩
に
關
す
る
言
説
ご
偶
然
一
致
し
て
居
る
の
が

面
子
い
（
4
5
）
。
そ
は
兎
に
角
周
存
置
の
所
謂
藤
舟
を
劉
拘

の
軍
人
船
に
封
比
す
る
ご
頗
る
褒
議
す
る
所
が
あ
る
・
爾

者
の
使
用
す
る
材
料
に
は
相
違
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
構
造

は
略
一
致
し
て
居
る
。
南
支
那
に
は
早
く
か
、
る
一
種
の

　
　
　
第
岬
巻
　
　
研
　
究
　
　
波
斯
樋
の
東
洋
貿
易
港
に
就
て

造
船
術
が
實
行
さ
れ
て
居
つ
把
も
の
こ
見
ぬ
る
。
劉
拘
の

『
嶺
表
録
異
』
に
〔
南
〕
人
以
レ
此
縛
・
舶
不
・
用
二
釘
墾
こ
い

ひ
、
南
人
探
レ
之
用
泥
二
船
損
【
ご
あ
る
南
人
は
勿
論
南
支
那

人
を
指
す
の
．
で
あ
る
か
ら
、
所
謂
賢
入
船
は
外
國
で
製
造

さ
れ
た
商
鑑
で
な
く
、
南
支
那
で
製
造
さ
れ
π
商
船
ご
解

秘
す
る
方
が
礎
當
で
あ
ら
う
。
廣
詠
人
が
鐵
釘
を
用
ひ
す

に
船
を
造
る
こ
ご
は
、
所
謂
シ
！
ラ
ー
フ
の
商
船
に
模
伍

し
て
起
つ
π
も
の
で
あ
る
か
、
若
く
ば
濁
立
に
襲
明
し
だ

も
の
で
あ
る
か
に
就
い
て
は
、
吾
が
輩
は
遺
械
な
が
ら
何

等
確
だ
る
漸
定
を
下
す
こ
ご
が
出
來
ぬ
。

　
　
　
☆
　
　
　
　
犀
　
　
　
　
袈
　
　
　
　
蹄
　
　
　
　
蹄

　
シ
ー
ラ
ー
フ
の
港
が
衰
へ
る
ご
、
キ
シ
ュ
囚
簾
戸
（
『
元

史
』
の
怯
失
）
が
之
に
代
り
、
キ
シ
ュ
が
衰
へ
る
ご
、
西
暦

十
三
世
紀
の
初
頃
か
ら
ホ
川
ム
ヅ
属
。
巷
蕎
（
『
元
史
』
の

忽
里
達
子
）
が
波
斯
様
第
一
の
東
洋
貿
易
港
こ
な
っ
て
十

六
三
面
の
頃
ま
で
繁
昌
を
極
め
柁
Q
キ
シ
ュ
や
ホ
ル
ム
ヅ

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
．
二
一
　
（
四
〇
八
）



　
　
　
第
　
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
波
斯
懸
の
東
洋
貿
易
港
に
就
て

・
の
こ
ご
は
既
に
ブ
レ
ン
ト
シ
紘
ナ
イ
デ
ル
や
洪
釣
の
著
書

に
も
馨
備
っ
て
居
る
し
（
ρ
0
5
）
、
且
つ
吾
が
輩
に
與
へ
ら
れ

た
紙
数
に
も
限
あ
る
こ
ご
故
、
こ
～
に
は
略
し
て
申
述
べ

鍛
こ
ご
に
す
る
O
　
　
　
　
辱

　
こ
の
論
丈
は
随
分
不
完
全
で
ば
あ
ら
う
が
、
（
一
）
『
後
漢

書
』
の
干
追
丁
、
三
）
『
新
唐
馬
』
の
夏
着
越
（
…
5
薪
唐

書
』
の
印
度
河
口
か
ら
バ
グ
ダ
ー
ド
に
至
る
道
筋
、
（
四
）

『
新
副
書
』
の
島
津
盧
和
國
、
（
五
）
熱
傷
の
記
録
に
見
ね
π

尺
羅
嗣
、
施
郷
擁
、
撒
郎
三
等
の
地
名
、
（
山
ハ
）
南
支
那
の

無
釘
装
艦
等
に
瀾
し
て
は
、
全
く
新
し
い
解
騨
を
試
み
、

醜
く
ば
從
．
摩
の
研
究
を
…
幾
分
進
め
た
積
夢
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
月
二
臼
）

　
　
が

塗
照？）
ジ
言
§
〔
ゴ
寡
剛
…
三
。
・
・
｛
、
〇
二
黄
金
の
牧
膓
L
第
一
餐
コ

　
　
　
五
一
二
一
山
ハ
奮
八

　
（
ソ
・
）
　
賭
。
ぎ
集
ご
男
黛
無
一
§
（
剛
霧
く
。
）
、
9
σ
q
醗
。
8
「
印
度
支
那
航
海
物

　
　
　
識
悶
策
「
巻
序
弧
醐
「
二
五
ー
ー
費
工
ハ
頁

ハ
3
）

（
4
）

（
6
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
α
9
）

（
－
o
）

　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
二
ご
　
（
四
〇
九
）

μ，

､
。
略
9
簿
β
諺
（
＝
翻
。
ノ
ノ
，
3
、
．
仲
三
9
曾
「
支
那
西
蓮
記
」
第

一
総
序
論
七
七
頁

漆
吋
二
μ
“
Ω
囲
ゴ
p
諺
熊
肺
｝
さ
労
。
ヨ
§
○
ユ
。
葺
「
大
秦
漆
工
録
」

、
五
一
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ヘ
ハ
メ
ヅ
ト

レ
夢
鉱
村
w
↓
甥
O
い
堵
O
O
門
レ
瞬
P
一
μ
O
彰
①
叶
　
「
摩
罰
山
水
概
獄
」
第
一
総
一
山
ハ
六

Ω
缶
’
，
避
難
。
¢
w
　
ぴ
窃
M
）
p
団
u
q
q
δ
o
o
蜀
。
葺
　
態
£
）
冷
u
。
一
〇
　
麟
8
犀

頃
詫
Ω
一
薯
「
後
漢
書
臨
域
傳
」
（
↓
。
琶
㈹
㌘
。
「
蓮
報
」
、
　
一
九

〇
七
年
一
七
九
頁
）
　
　
　
　
　
　
謬

つ。

〟
B
3
円
嘗
空
一
足
諺
。
h
筈
o
d
受
多
言
碧
Q
り
塁
「
エ
リ
ス
ラ

海
案
内
記
」
一
四
九
頁

同
上
三
六
頁

／
圃
ぽ
0
2
妹
旧
爵
お
O
◎
彰
ヨ
Φ
邑
8
B
ム
累
p
蕊
㈹
p
怠
0
5
0
h
ユ
曜
。
｝
亭

。
寄
髪
冒
離
お
H
滋
哺
§
○
。
。
諺
解
二
巻
三
五
四
－
三
五
五
頁

鼠
子
ゲ
「
大
秦
國
全
録
」
一
五
五
頁

Ω
罠
ノ
、
舞
ゆ
。
い
「
後
漢
書
酉
域
解
竺
七
九
頁

霧
三
μ
「
大
二
叉
全
身
」
ニ
ニ
四
頁

津
①
冨
鼻
器
置
費
晒
9
μ
け
一
各
賭
昌
。
綴
ざ
仏
σ
Q
①
勺
。
器
。
鴇
。
鳥
σ
緊
二
6

§
。
…
。
三
Ω
身
蜜
。
（
㍉
夢
①
｝
歩
密
　
「
古
代
支
那
人
の
ア
ラ
ブ
人

に
闘
す
る
智
識
」
九
頁



　
　
　
O

（
U
）
　
「
大
食
團
園
考
」
（
明
治
二
十
五
年
五
月
の
「
史
學
會
雑
誌
」
）
山
ハ
一
胃
具

ハ
ー
9
）
「
讃
大
食
國
考
」
．
（
明
治
．
二
十
五
年
十
月
の
「
更
気
管
雑
誌
」
〉
七
七
頁

（
粥
）
　
巳
番
国
昌
畠
9
0
℃
器
a
p
o
h
H
臨
p
彰
第
一
巻
八
｝
五
頁

（
1
4
）
　
N
o
冨
三
）
醇
鵬
三
一
〇
一
μ
吋
9
μ
曜
β
o
へ
［
の
6
p
『
p
一
一
第
三
脚
偲
玉
○
山
ハ
頁

（
1
5
）
蜜
a
吋
一
鞍
μ
帰
H
a
・
。
○
コ
ぼ
至
急
ぢ
9
｝
野
壷
8
八
一
頁

（
1
6
）
　
H
）
冒
瓢
o
H
び
臨
。
什
…
｝
出
｝
）
ぱ
〇
二
戸
o
ρ
戸
戸
o
O
『
冨
5
3
ぽ
・
「
中
果
弾
丈
庸
甲
」
山
ハ
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